
LabVIEW  リリースノート
LabVIEW 8.5 をインストールする

これらのリリースノートでは、LabVIEW のインストールとアンインス

トールの方法、および LabVIEW ソフトウェアのシステム要件について説

明します。

LabVIEW のバージョンをアップグレードする場合は、LabVIEW 8.5 のイ

ンストールを開始する前にアップグレードパッケージに付属の

『LabVIEW アップグレードノート』をお読みください。 LabVIEW 8.5 で

使用するために VI を変換する前に、いくつかの問題点について考慮する

必要があります。

LabVIEW をインストールする前にこのドキュメントの「システム要件」 
のセクションをお読みになり、「LabVIEW 8.5 をインストールする」のセ

クションの手順に従ってください。 LabVIEW をインストールした後、

LabVIEW の使用を開始する詳細について、「詳細情報」のセクションを

参照してください。
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システム要件

表 1 では、LabVIEW 8.5 を実行するのに必要なシステム要件について説

明します。
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表 1 LabVIEW 8.5 のシステム要件

プラットフォーム メディア要件とシステム要件 主な留意点

すべてのプラット
フォーム

LabVIEW の最小システム要件
は 256 MB の RAM ですが、ナ
ショナルインスツルメンツでは

1 GB の RAM を推奨します。

LabVIEW を使用するには、最
低 1,024 × 768 ピクセルの画面
解像度が必要です。

LabVIEW で構築されたアプリ
ケーションをデプロイする場
合、LabVIEW ランタイムエン
ジンには最低 64 MB の RAM、
画面を必要とするアプリケー
ションには最低 800 × 600 ピク
セルの画面解像度が必要となり
ます。ただし、ナショナルイン
スツルメンツでは、256 MB 以
上の RAM、および

1024 × 768 ピクセル以上の画面
解像度を推奨します。

LabVIEW および『LabVIEW ヘルプ』に
は、16 ビットのカラーグラフィックスが
含まれています。

LabVIEW を使用するには最低 256 色の
カラー設定が必要ですが、ナショナルイ
ンスツルメンツでは 16 ビットカラー以
上を推奨します。

LabVIEW マニュアルの PDF 版を表示す
るには、Adobe Reader 5.0.5 以降が必
要となります。 PDF を検索するには、

Search and Accessibility 6.x 以降を搭
載した Adobe Reader を使用してくだ
さい。 
(Mac OS)  PDF を参照および検索するに
は、Search and Accessibility 6.x 以降
を搭載した Adobe Reader を使用して
ください。

LabVIEW は一時ファイルの保存用に
ディレクトリを使用します。 ナショナル
インスツルメンツでは、この一時ディレ
クトリ用に数メガバイトの空きディスク
容量を確保することを推奨します。 ツー
ル→オプション→を選択して、カテゴリ
リストからパスを選択して、一時ディレ
クトリの参照または変更を行うことがで
きます。 LabVIEW が予期せず終了した場
合、ファイルが一時ディレクトリに保持
される可能性があります。 このディレク
トリから古いファイルを削除して、ディ
スク空き容量を解放してください。 

（Windows） デフォルトの一時ディレク
トリは、C:¥Documents and 
Settings¥User¥Local Settings¥

Tempなどのシステムの一時ディレクト
リです。 
(Mac OS) Mac OS X 10.3.9 はデフォル
トの一時ディレクトリ /tmp/501/
TemporaryItems、Mac OS X 10.4.x は
/var/tmp/folders.501/

TemporaryItemsを使用します。ここ
で、501は各ログイン用の固有の番号で
す。

(Linux) デフォルトの一時ディレクトリは
/tmpです。



LabVIEW リリースノート 4 ni.com/jp

Windows 
Vista/XP/2000

LabVIEW を使用するには、最
低 Pentium III 以上、Celeron 
866 MHz または同等のプロ
セッサが必要ですが、ナショナ
ルインスツルメンツでは

Pentium 4/M または同等のプ
ロセッサを推奨します。 ナショ
ナルインスツルメンツでは、

LabVIEW の完全インストール
要件として最低 1.2 GB のディ
スク空き容量を推奨します。

LabVIEW で構築したアプリ
ケーションをデプロイする場
合、LabVIEW ランタイムエン
ジンには最低 Pentium 
200 MHz または同等のプロ
セッサが必要ですが、ナショナ
ルインスツルメンツでは

Pentium III 以上、Celeron 
600 MHz または同等のプロ
セッサを推奨します。 リモート
でアプリケーションまたはフロ
ントパネルを制御するために

LabVIEW ランタイムエンジン
を使用する場合、最低 94 MB
のディスク空き容量が必要とな
ります。 LabVIEW で構築され
たインストーラに含める

LabVIEW ランタイムエンジン
を使用する場合、最低 180 MB
のディスク空き容量が必要とな
ります。 ただし、LabVIEW で
構築されたインストーラに追加
のナショナルインスツルメンツ
のインストーラを含める場合
は、余分なディスク空き容量が
必要となります。 
Windows 2000 を使用する場
合、LabVIEW ランタイムエン
ジンには Windows 2000 
Service Pack 3 以降が必要と
なります。

LabVIEW は、Windows NT/Me/98/95、
Windows Server Edition のすべて、

Windows XP x64 をサポートしていませ
ん。 Windows Vista x64 は、LabVIEW
でサポートされています。

LabVIEW を Windows 2000 で使用する
には、Windows 2000 Service Pack 3
以降が必要です。

『LabVIEW ヘルプ』、Measurement & 
Automation Explorer（MAX）の対話式
ヘルプシステム、NI サンプルファインダ
を使用するには、Microsoft Internet 
Explorer 5.0 以降が必要です。

ナショナルインスツルメンツでは、

Internet Explorer を使用してリモートで
フロントパネルを表示および制御する場
合、Internet Expolorer 5.5 Service 
Pack 2 以降を使用することを推奨しま
す。

.NET 関数およびアプリケーションを使用
するには、.NET Framework 1.1 Service 
Pack 1 以降が必要となります。

表 1 LabVIEW 8.5 のシステム要件 （続き）

プラットフォーム メディア要件とシステム要件 主な留意点
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Mac OS LabVIEW を使用するには、

Mac OS X 10.3.9 以降が必要と
なります。

LabVIEW は、Intel または

PowerPC プロセッサを搭載し
た Macintosh コンピュータを
サポートしています。

PowerPC プロセッサの場合、

LabVIEW のシステム要件とし
て最低 G3 プロセッサが必要と
されますが、ナショナルインス
ツルメンツでは G4 以上のプロ
セッサを推奨します。 ナショナ
ルインスツルメンツでは、

LabVIEW のインストール要件
として最低 502 MB の空きディ
スク容量、LabVIEW の完全イ
ンストール要件として 734 MB
の空きディスク容量を推奨しま
す。

『LabVIEW ヘルプ』を参照するには、
ナショナルインスツルメンツでは

Safari 1.3.2 以降または Firefox 1.0.2 以降
のバージョンを使用することを推奨しま
す。

ナショナルインスツルメンツは、以前

PowerPC プロセッサに対応したほとん
どのハードウェア用に Intel プロセッサ
のサポートを提供しています。

表 1 LabVIEW 8.5 のシステム要件 （続き）

プラットフォーム メディア要件とシステム要件 主な留意点
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Linux OpenWindows、CDE、
X11R6 などの X Window 
System サーバが必要です。

ナショナルインスツルメンツで
は、LabVIEW の最小インス
トール要件として最低 450 MB
の空きディスク容量、

LabVIEW の完全インストール
要件として 640 MB の空きディ
スク容量を推奨します。

LabVIEW は、カーネルバー
ジョン 2.2.x、2.4.x、または

2.6.x を含む Intel x86 プロセッ
サ搭載の Linux で動作します。 
LabVIEW には Pentium III、
Celeron 866MHz または同等
のプロセッサが必要とされます
が、ナショナルインスツルメン
ツでは Pentium 4/M または同
等のプロセッサを推奨します。

LabVIEW は、Red Hat 
Enterprise Linux WS 3 以降、
MandrakeLinux/ 
Mandriva 10.0 以降、SuSE 
Linux 9.1 以降で動作します。 ま
た、GNU C Library バージョン

2.2.4 以降（glibcまたは
libc.so.6）を提供するその他
の配布では、LabVIEW はハー
ドウェアドライバのサポートな
しで起動することが可能です。

LabVIEW は Xlibを使用して独自のグラ
フィカルユーザインタフェース（GUI）
を作成するため、Motif または

OpenLook などの特殊な GUI は必要あ
りません。

『LabVIEW ヘルプ』を参照するには、

Mozilla 1.2 以降または Firefox 1.0.2 以降
のバージョンを使用することを推奨しま
す。

LabVIEW を使用するには、GNU C 
Library バージョン 2.2.4 以降が必要で
す。 システム全体をアップグレードする
必要がないように、ほとんどの Linux 配
布用に Linux ベンダではアップデートさ
れた glibc rpmを提供しています。

表 1 LabVIEW 8.5 のシステム要件 （続き）

プラットフォーム メディア要件とシステム要件 主な留意点



© National Instruments Corporation 7 LabVIEW リリースノート

LabVIEW 8.5 をインストールする

インストール中にエラーが発生した場合は、技術サポートデータベース

（ni.com/support/ja ）を参照してください。

Windows
LabVIEW 8.5 では、Windows 用に以下の 2 つのインストールオプショ

ンが用意されています。

• DVD―LabVIEW、デバイスドライバ、LabVIEW SignalExpress が
含まれます。

• CD―LabVIEW のみ含まれます。 CD を使用して LabVIEW をインス

トールする場合、ナショナルインスツルメンツのデバイスドライバ

CD を使用してデバイスドライバと LabVIEW SignalExpress をイン

ストールします。

以下の手順に従って、Windows 対応の LabVIEW をインストールしてく

ださい。

1. インストールを始める前に自動ウイルス検出プログラムを無効にして

ください。 一部のウィルス検出プログラムは、インストーラの実行を

妨げる場合があります。

2. 管理者または管理者権限のあるユーザとしてログインします。

3. LabVIEW 8.5 インストール DVD または CD を挿入して、画面に表

示される指示に従ってください。 LabVIEW をインストールするよう

に促すプロンプトが表示され、次に画面の指示に従って LabVIEW ラ

イセンスのアクティブ化します。 LabVIEW のアクティブ化の詳細は、

この章の「LabVIEW ライセンスをアクティブ化する（Windows）」
のセクションを参照してください。

メモ DVD を使用して LabVIEW をインストールする場合、画面の指示に従って DVD
からデバイスドライバをインストールすることもできます。 CD を使用して

LabVIEW をインストールする場合は、手順 6 に進みデバイスドライバをインス

トールします。

4. インストール後、無効にしたウィルス検出プログラムを有効にしま

す。

5. （オプション）LabVIEW アドオンをインストールします。 詳細は、こ

のドキュメントの「LabVIEW アドオンをインストールする」のセク

ションを参照してください。

6. （オプション）ナショナルインスツルメンツのハードウェアをインス

トールおよび構成します。 詳細は、このドキュメントの「ハードウェ

アのインストールと構成」のセクションを参照してください。

7. LabVIEW の使用を開始する詳細については、この章の「詳細情報」

セクションを参照してください。

http://digital.ni.com/public.nsf/MainPage?OpenForm&node=133020_US
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現在インストールされている LabVIEW に変更を加える、または

LabVIEW 8.5 をアンインストールするには、コントロールパネルの

「アプリケーションの追加と削除」で National Instruments Software を

選択してください。 インストールに変更を加えると、ナショナルインスツ

ルメンツのソフトウェアのリストが表示されます。 個々のコンポーネント

を追加または削除する、または製品をアンインストールするには、リスト

から製品を選択します。 複数の製品を削除するには、<Shift> キーまたは

<Ctrl> キーを押しながら製品を選択します。 アンインストールボタンをク

リックして、選択したすべての製品を削除します。

メモ Windows XP Service Pack 2 がインストールされている、または Windows 
Vista を使用する場合、LabVIEW または NI サンプルファインダを最初に起動す

る際、Windows セキュリティの重要な警告ダイアログボックスが表示されま

す。 ブロックするオプションを選択すると、LabVIEW VI Server、LabVIEW 
Web Server、LabVIEW で作成されたサーバはリモートコンピュータからの着

信接続を受信できません。 ブロックを解除するオプションを選択して、機能に影

響なく LabVIEW を起動させるようにコンピュータを構成します。 この問題を修

正する詳細については、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/

info（英語）にアクセスし、info code の expm69を入力してください。

Mac OS
以下の手順に従って、Mac OS 対応の LabVIEW をインストールしてく

ださい。

1. インストールを開始する前に自動ウイルス検出プログラムを無効にし

てください。 一部のウィルス検出プログラムは、インストーラの実行

を妨げる場合があります。

2. LabVIEW 8.5 インストール CD を挿入します。

3. 適切なインストールプログラムを実行します。

LabVIEW 8.5 のインストールでは、以下のインストールのタイプが

有効です。

• Easy Install―LabVIEW、NI-488.2 ドライバ、NI-VISA ドライバ

など、すべての LabVIEW 8.5 ファイルをインストールします。 
このオプションは、LabVIEW のデフォルトインストールになり

ます。

• Custom Install―このオプションを選択すると、インストール

するファイルを選択できます。 Custom Install を選択するには、

Installation Type ページで Customize ボタンをクリックしま

す。 LabVIEW 8.5 の実行に必要となる LabVIEW ファイルの基礎

的なセットをインストールするには、LabVIEW 8.5 コンポーネ

ントを選択する必要があります。

4. 画面に表示される指示に従ってください。

5. インストール後、無効にしたウィルス検出プログラムを有効にしま

す。

http://digital.ni.com/express.nsf/express?openagent&code=expm69
http://digital.ni.com/express.nsf/express?openagent&code=expm69
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6. （オプション）LabVIEW アドオンをインストールします。 詳細は、

このドキュメントの「LabVIEW アドオンをインストールする」のセ

クションを参照してください。

7. （オプション）ナショナルインスツルメンツのハードウェアをインス

トールおよび構成します。 詳細は、このドキュメントの「ハードウェ

アのインストールと構成」のセクションを参照してください。

8. LabVIEW の使用を開始する詳細については、この章の「詳細情報」

セクションを参照してください。

メモ LabVIEW プロフェッショナル開発システムの一部のコンポーネントは、

PowerPC 用にコンパイルされていません。 LabVIEW 8.5 を PowerPC にインス

トールする場合、LabVIEW を最初に起動する際、LabVIEW で一括コンパイル

するように促すプロンプトが表示されます。 

LabVIEW はデフォルト以外の場所にインストールできませんが、インス

トール後に LabVIEW 8.5ディレクトリを移動することが可能です。 
LabVIEW 8.5ディレクトリをデフォルト以外の場所に移動した場合、

その LabVIEW 8.5ディレクトリをデフォルトの場所に戻さない限り、

LabVIEW はディレクトリをアンインストールまたは削除しません。

LabVIEW 8.5 をアンインストールするには、Terminal シェルからインス

トール CD 上の Uninstall.shシェルスクリプトを実行します。 スクリ

プトは LabVIEW をアンインストールするのに必要なファイルを削除する

ように指示します。 LabVIEW 8.5ディレクトリに追加または変更した

ファイルを保持する場合は、LabVIEW 8.5 をアンインストールする前に

それらのファイルを別の場所に保存してください。 

Linux
以下の手順に従って、Linux 対応 LabVIEW をインストールしてくださ

い。

1. rootでシステムにログインします。

2. LabVIEW 8.5 インストール CD を挿入します。 mount /mnt/cdrom
コマンドで CD をマウントします。 一部のシステムでは、CD は自動

的にマウントされます。

3. マウントされた CD に現在のディレクトリを変更するには、次のコ

マンドを入力します。

cd /mnt/cdrom

4. インストールスクリプトを実行するには、次のコマンドを入力しま

す。

sh ./INSTALL

5. （オプション）LabVIEW アドオンをインストールします。 詳細は、こ

のドキュメントの「LabVIEW アドオンをインストールする」のセク

ションを参照してください。



LabVIEW リリースノート 10 ni.com/jp

6. （オプション）ナショナルインスツルメンツのハードウェアをインス

トールおよび構成します。 詳細は、このドキュメントの「ハードウェ

アのインストールと構成」のセクションを参照してください。

7. LabVIEW の使用を開始する詳細については、この章の「詳細情報」

セクションを参照してください。

INSTALLスクリプトによって、LabVIEW をインストールするディレクト

リ（通常、/usr/local）を入力するように促すプロンプトが表示されま

す。 また、このスクリプトはオプションとして NI-VISA および NI-488.2
ドライバのインストールスクリプトを実行します。 INSTALLスクリプトは

rpmを使用して .rpm形式をサポートしているシステムにインストールす

るか、または直接その他のシステムに rpmアーカイブを抽出します。 ま
た、Red Hat システムまたはその他の rpmベースのシステムで rpm

（または GUI rpm）ベースのインストールツールを使用するか、または

LabVIEW インストール CD 上の binディレクトリのユーティリティを使

用して rpmなしのシステムに手動でファイルをインストールできます。

デフォルトの場所に Netscape または Mozilla をインストールした場合、

ウェブブラウザを使用してフロントパネルの表示と制御をリモートで行う

ことができるように、LabVIEW のインストールプログラムは自動的にブ

ラウザプラグインをインストールします。 そうでない場合、LabVIEW ラ

ンタイムエンジンをインストールして、/usr/local/lib/

LabVIEW-8.5/LV85NPlugin.soを /usr/lib/netscape/plugins、

/opt/SUNWns/plugins、または /usr/lib/mozilla/pluginsなどのブ

ラウザプラグインディレクトリにコピーして、ブラウザプラグインを手動

でインストールすることができます。

メモ Firefox のブラウザプラグインは手動でインストールする必要があります。

カスタムインストールの手順やその他の情報については、/mnt/cdrom/

linuxにある readme.htmlドキュメントを参照してください。
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Linux で発生する一般的な LabVIEW の起動エ
ラー
以下の表は、Linux 対応の LabVIEW を起動する際に発生する可能性のあ

る一般的なエラーをリストします。

Linux 対応の LabVIEW を起動する際に発生する可能性があるその他のエ

ラーの詳細は、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/

support/jaを参照してください。

LabVIEW アドオンをインストールする
特殊なアプリケーションの開発用の数種のアドオンソフトウェアツール

キットおよびモジュールを購入できます。 アドオンはすべてシームレスに

LabVIEW に統合されます。 

LabVIEW 8.5 をインストールした後、以下の手順に従って、LabVIEW ア

ドオンをインストールしてください。

1. コンピュータを再起動します。

2. インストールを開始する前に自動ウイルス検出プログラムを無効にし

てください。 一部のウィルス検出プログラムは、インストーラの実行

を妨げる場合があります。

3. LabVIEW モジュールまたはツールキットのインストール CD を挿入

し、画面に表示される指示に従います。

4. インストール後、無効にしたウィルス検出プログラムを有効にしま

す。

メモ LabVIEW 8.5 は、旧バージョンの LabVIEW 用に設計されたアドオンをサポー

トしない場合があります。 現在のバージョンの LabVIEW と互換性のある

LabVIEW モジュールおよびツールキットの詳細については、ナショナルインス

ツルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアクセスし、info code の

compatを入力して情報を参照してください。

エラー 考えられる原因とソリューション

Xlib: connection to :0.0 
refused by server

考えられる原因―ディスプレイサーバ上でウィンドウを開く
操作を許可されていないユーザとして LabVIEW の起動を試
みています。 通常、これらのエラーは、suコマンドを実行し
て root（スーパーユーザ）などの一時的に異なるユーザとな
ると発生します。

ソリューション―suコマンドを終了して、ログインユーザと
して LabVIEW を起動するか、xhostまたは xauthコマンド
を使用してディスプレイサーバ上にウィンドウを開く操作を
許可します。

client is not authorized 
to connect to server

internal error during 
connection authorization 
check

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=rdbp04
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=rdbp04
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=compat
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ナショナルインスツルメンツのアドオンの詳細については、『LabVIEW
ヘルプ』およびナショナルインスツルメンツのウェブサイト（ni.com/

toolkits/ja）を参照してください。 ツールキットディレクトリを一括

コンパイルする手順など、インストール方法の詳細については、特定のア

ドオンのドキュメントを参照してください。

アプリケーションビルダをインストールする
(Windows) LabVIEW をインストールする際、LabVIEW はアプリケー

ションビルダをインストールします。 アプリケーションビルダを使用する

ためにアクティブ化する詳細は、「アプリケーションビルダをアクティブ

化する」のセクションを参照してください。

(Mac OS および Linux) LabVIEW プロフェッショナル開発システムをイ

ンストールする際、LabVIEW はアプリケーションビルダをインストール

します。 LabVIEW 開発システムをインストールする場合は、アプリケー

ションビルダを別途購入する必要があります。 アップグレードアドバイザ

にアクセスし、アプリケーションビルダを購入するには、ナショナルイン

スツルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアクセスし、info 
code として exd8yyと入力してください。

LabVIEW ライセンスをアクティブ化する
（Windows）

LabVIEW はライセンスのアクティブ化に依存します。 一時ライセンスは、

30 日間の評価期間が設けられています。 LabVIEW のライセンスをアク

ティブ化しない場合、30 日間の評価期間中 LabVIEW はデフォルトで評

価モードで動作します。 評価期間が終了した場合、LabVIEW の使用を続

けるには、有効な LabVIEW ライセンスをアクティブ化する必要がありま

す。

LabVIEW ライセンスをアクティブ化するには、インストールパッケージ

の一部として受領したシリアル番号を使用します。 以下の手順に従って、

LabVIEW ライセンスをアクティブ化できます。

• インストール中にシリアル番号を入力し、インストールの最後に

NI アクティブ化ウィザードを実行するオプションを選択します。

• 評価モードで LabVIEW を起動した後、LabVIEW ダイアログボック

スでアクティブ化ボタンをクリックします。

• 評価モードで LabVIEW を実行中、ヘルプ→ LabVIEW をアクティブ

化を選択します。 ライセンスのアクティブ化は、LabVIEW を再起動

するまで有効になりません。

• スタート→すべてのプログラム→ National Instruments →

NI License Manager を選択して、NI License Manager を起動し

ます。 ツールバーのアクティブ化ボタンをクリックします。

http://www.ni.com/toolkits/ja
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exd8yy
http://www.ni.com/toolkits/ja
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インストール中に LabVIEW をアクティブ化しない場合は、LabVIEW の

起動時に LabVIEW でアクティブ化するように促すプロンプトが表示され

ます。 LabVIEW ライセンスをいったんアクティブ化すると、このプロン

プトは表示されません。 アクティブ化に失敗した場合、30 日の評価期間

が終了するまで LabVIEW は評価版モードで動作します。

LabVIEW を再インストールすることで、評価期間をリセットすることは

できません。

LabVIEW へのアクセスはライセンスのアクティブ化に依存する
お客様が購入された LabVIEW の特定のバージョンに有効なライセンスが

ない VI およびライブラリでは、以下の操作を実行できません。

• ブロックダイアグラムにアクセス、またはブロックダイアグラムを印

刷する

• フロントパネルまたはブロックダイアグラムを編集する

• 多態性 VI を編集する

• VI を実行します。

• サブ VI として VI を使用する親 VI を実行する

• VI を LabVIEW の旧バージョン形式で保存する、またはファイル→

別名で保存を選択する

• 比較操作を完了する

• ライブラリへ項目をドラッグアンドドロップする

LabVIEW が評価モードで VI を開く場合、以下の操作は実行できません。

• ブロックダイアグラムにアクセス、またはブロックダイアグラムを印

刷する

• フロントパネルまたはブロックダイアグラムを編集する

LabVIEW を評価モードで実行している場合、LabVIEW ベースパッケー

ジの LabVIEW ライセンスを購入し、LabVIEW をアクティブ化すると、

LabVIEW 開発システムまたはプロフェッショナル開発システムバージョ

ンに限定される VI はすべて壊れます。 サブ VI としてこれらの VI を使用

する親 VI も壊れます。 同様に、LabVIEW を評価モードで実行する場合、

LabVIEW 開発システムの LabVIEW ライセンスを購入し、LabVIEW を

アクティブ化すると、プロフェッショナル開発システムバージョンに限定

される VI はすべて壊れます。 サブ VI としてこれらの VI を使用する親 VI
も壊れます。 エラーリストウィンドウにライセンスエラーが表示されま

す。 LabVIEW の評価版の制約についての詳細は、ナショナルインスツル

メンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアクセスし、info code
として exe3wiと入力してください。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=lmprivacy&src=exe3wi
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シングルシートおよびマルチシートライセンス
LabVIEW はシングルシートとマルチシートの両方のライセンスをサポー

トしています。 シングルシートライセンスとは、最大 3 台までのコン

ピューで１人のユーザのみによる LabVIEW の使用のことです。 マルチ

シート（ボリューム）ラインセンスとは、複数のコンピュータまたは複数

のユーザによる LabVIEW の使用のことです。 LabVIEW を使用する各

シートには、ライセンスサーバからの有効なライセンスが必要です。 詳細

については、ナショナルインスツルメンツのウェブサイト ni.com/

license（英語）を参照してください。

ライブラリ、モジュール、ツールキットのライセンス
PDA モジュール、組込開発モジュール、Real-Time Execution Trace 
Toolkit 2.0（Real-Time 実行トレースツールキット 2.0）はライセンスさ

れた製品であり、これらの製品のライセンス化およびアクティブ化は

LabVIEW からではなくそれぞれの製品を通して行う必要があります。 
LabVIEW 開発システムおよび LabVIEW プロフェッショナル開発システ

ムに付属のリモートパネルサーバのライセンス化も同様に行いますが、追

加のシートの購入が可能です。

アプリケーションビルダをアクティブ化する
LabVIEW プロフェッショナル開発システムには、LabVIEW をアクティ

ブ化すると LabVIEW によってアクティブ化されるアプリケーションビル

ダが含まれます。

アクティブ化された LabVIEW ベースパッケージまたは開発システムの

バージョンを使用する場合、ヘルプ→アプリケーションビルダをアクティ

ブ化を選択して、アプリケーションビルダをアクティブ化および使用しま

す。 ライセンスは、LabVIEW を再起動すると有効になります。

また、スタート→すべてのプログラム→ National Instruments →

NI License Manager を選択して、NI License Manager を起動してア

プリケーションビルダをアクティブ化することができます。 次に、

Application Builder for LabVIEW Base/Full/Student を選択して、

アプリケーション化ボタンをクリックします。 

ハードウェアのインストールと構成

LabVIEW ソフトウェアをインストールすると、ナショナルインスツルメ

ンツのハードウェアの使用に必要なドライバをインストールできます。 ナ
ショナルインスツルメンツのすべてのデバイスには、デバイスに必要なド

ライバおよびソフトウェアが含まれています。 ナショナルインスツルメン

ツのデバイスドライバ CD には、ナショナルインスツルメンツのハード

ウェアに必要なドライバとその他のソフトウェアが含まれています。 
LabVIEW にパッケージとして含まているドライバとデバイスにパッケー

ジとして含まているのドライバではバーョンが異なる場合があります。 

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=lmprivacy&src=lmutility
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=lmprivacy&src=lmutility


© National Instruments Corporation 15 LabVIEW リリースノート

LabVIEW は、ご使用のシステムのデバイスをサポートしている利用可能

な最新のドライバと最適に動作します。 NI-DAQ 7.0 以降のバージョンを

使用している場合、ご使用のシステムのデバイスに使用するドライバの

バージョンについては、『NI-DAQ Readme』を参照してください。

メモ ナショナルインスツルメンツでは、デバイスドライバの定期的なアップデート

を提供しています。 最新のドライバをダウンロードするには、ナショナルインス

ツルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアクセスし、info code の

exyckhを入力してください。

（Windows） インストールされたドライバのバージョン番号を確認するに

は、Measurement & Automation Explorer（MAX）またはコントロー

ルパネルでアプリケーションの追加と削除プログラムを使用します。

デバイスのドライバをインストールした後、ナショナルインスツルメンツ

のハードウェアを構成します。

Windows
MAX を使用して、LabVIEW がデバイスを認識していることを確認、ア

クセサリやデバイス設定を構成、また信号の集録や生成機能などのデバイ

スの機能をテストするテストパネルを実行します。 スタート→すべてのプ

ログラム→ National Instruments → Measurement & Automation を

選択するか、デスクトップの Measurement & Automation アイコンを

ダブルクリックして、MAX を起動します。 NI-DAQ 7.4 以降のバージョン

を使用している場合、MAX を使用して DAQ デバイスを構成する詳細に

ついては、『NI-DAQ 7.x 用 DAQ クイックスタートガイド』を参照してく

ださい。 NI-DAQ 7.5 以降を使用している場合は、『DAQ スタートアップ

ガイド』を参照してください。

仮想チャンネルを構成する方法は、従来型 NI-DAQ（レガシー）または

NI-DAQmx のどちらを使用しているかにより異なります。 従来型 NI-DAQ
（レガシー）のチャンネルを構成する、または NI-DAQmx のチャンネルま

たはタスクを構成する詳細については、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブで

スタートアップ→ DAQ 入門のブックアイコンを参照してください。

Mac OS 
LabVIEW インストールプログラムでは、デフォルトで GPIB インタ

フェース用の NI-VISA ドライバと NI-488.2 ドライバが自動的にインス

トールされます。

メモ (Mac OS) 現在 LabVIEW は NI-DAQmx ドライバソフトウェアをサポートして

いません。 NI-DAQmx Base は、Mac OS 対応の NI-DAQmx 機能のサブセット

を提供します。 NI-DAQmx Base をダウンロードするには、ナショナルインスツ

ルメンツのウェブサイト ni.com/info（英語）にアクセスし、info code の

exf8fbを入力してください。 

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exyckh
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exyckh


LabVIEW リリースノート 16 ni.com/jp

Linux
LabVIEW のインストールプログラムでは、使用中の GPIB インタフェー

スの NI-488.2 ドライバを選択して、ドライバが自動的にインストールす

るように促すプロンプトが表示されます。

メモ LabVIEW は、GPIB-1014 シリーズ（VME）デバイスまたは初期の GPIB-SCSI
ボックスはサポートしていません。 ただし、GPIB-SCSI-A ボックスは LabVIEW
によってサポートされています。

Linux 対応 NI-DAQmx は、数種の PXI、PCI、SCXI ナショナルインスツ

ルメンツのデータ集録デバイスをサポートしています。 サポートされたデ

バイスのリストについては、『NI-DAQmx Readme for Linux』を参照し

てください。  Linux 対応 NI-DAQmx ドライバをインストールした後、ナ

ショナルインスツルメンツのデータ集録デバイスをテストおよび構成する

詳細について、/usr/local/natinst/nidaqmx/docs/

ConfigurationGuide.htmlで『NI-DAQmx for Linux Configuration 
Guide』を参照してください。

Linux 対応 NI-DAQmx Base は、数種のナショナルインスツルメンツの

USB データ集録デバイスをサポートしています。  サポートされたデバイス

のリストについては、『Readme for NI-DAQmx Base』を参照してくだ

さい。 ドライバのドキュメントは、/usr/local/natinst/

nidaqmxbase/documentationディレクトリにインストールされます。  
NI-DAQmx Base の詳細については、『LabVIEW ヘルプ』を参照してく

ださい。

詳細情報

新機能とアップグレードにおける問題、プログラミングの概念、操作手

順、既知の問題など、LabVIEW の詳細については、以下のドキュメント

を参照してください。

LabVIEW スタートアップガイド 
はじめてご使用になる場合は、『LabVIEW スタートアップガイド』マ

ニュアルの演習を完了して、LabVIEW のグラフィカルプログラミング環

境とデータ集録および計測器制御アプリケーションの作成に使用する

LabVIEW の基本機能を習得してください。 

LabVIEW アップグレードノート
LabVIEW アップグレードノートでは、Windows、Mac OS、Linux 対応

の LabVIEW をバージョン 8.5 にアップグレードする手順、アップグレー

ドする際に発生する可能性のある問題と新機能について説明します。
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LabVIEW ヘルプ
LabVIEW プログラミングの概念、LabVIEW の使用手順、および

LabVIEW の VI、関数、パレット、メニュー、ツール、プロパティ、メ

ソッド、イベント、ダイアログボックスなどに関するリファレンス情報に

ついては、『LabVIEW ヘルプ』を参照してください。 ヘルプ→ LabVIEW
ヘルプを検索を選択して、『LabVIEW ヘルプ』にアクセスします。 
『LabVIEW ヘルプ』を使用する詳細については、『LabVIEW ヘルプ』の

目次タブにあるヘルプを使用するブックアイコンを参照してください。

また、『LabVIEW ヘルプ』には、ナショナルインスツルメンツが提供す

る LabVIEW ドキュメントのリソースのリストが含まれています。 ドキュ

メントのリストについては、『LabVIEW ヘルプ』の目次タブにある

LabVIEW ドキュメントリソースのブックアイコンを参照してください。

Readme
インストールおよびアップグレードに関する問題、互換性の問題、

LabVIEW の現在のバージョンで修正されたバグリストの一部、以前の

バージョンの LabVIEW から変更された点、LabVIEW の既知の問題な

ど、LabVIEW の詳細は、labviewディレクトリの readme.htmlファイ

ルを参照してください。

ni.com
サンプル VI を含むウェブリソースについては、ni.com/labviewを参照

してください。ディスカッションフォーラムについては、ni.com/

labviewzoneをご覧ください。

http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=rdlv02
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exfsuk
http://www.ni.com/cgi-bin/redirect.cgi?dest=infcoprod&src=lvhelp&openagent&code=exfsuk
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